平成２５年度第２回朝日地域地区公民館運営審議会記録（概要）
期日：平成２６年３月１３日（木）
時間：午後７時００分～午後８時５０分

場所：朝日中央公民館多目的研修室　
【出席者】

委　員：渡部英樹委員、佐藤正委員、松本壽太委員、佐藤千恵委員、佐藤清委員、

清野吉喜委員、今野めぐみ委員、渋谷一志委員
　地区公民館：朝日中央公民館長、朝日南部公民館長、朝日中央公民館主事、
朝日南部公民館主事、朝日東部公民館主事

　事務局：朝日庁舎総務企画課主幹、コミュニティ防災主査、コミュニティ防災専門員

【欠席者】

委　員：工藤悦夫委員、岡本一男委員、伊藤朝喜委員、清野吉男委員、渡部力雄委員、清野義次委員、本間正芳委員
【公開・非公開】公開

【傍聴者】無し

1． 開　会　　朝日庁舎総務企画課コミュニティ防災主査
2． あいさつ　朝日中央公民館長　
3． 協　議

事務局：協議に入ります。座長を清野吉喜委員長にお願いします。

委員長：みなさんから忌憚のないご意見をいただきたいと思いますのでよろしくお願いします。それでは協議に入ります。
（1） 平成２５年度朝日地域地区公民館事業実施状況報告について
資料に基づいて朝日庁舎総務企画課コミュニティ防災主査が説明

委員長：平成２５年度事業実施状況報告について説明がありましたが、質問はございませんか。
委　員：３ページ、あさひ産業文化まつりのおまつり広場について、会場が幹線道路から離れた場所での開催が昨年度・今年度と続いたが、幹線道路からは何をやっているか見えないため、わからない状況にある。来年に向けて、元の会場である幹線道路から見えるに場所に戻してほしい。
もう一点、朝日軍道についてですが、地元の話ということで参加したが、朝日地域審議会の提言書の中に名称が出てきましたので、具体的に事業化すべきなのではないか。
事務局：おまつり広場の関係は、結果的には、朝日保育園の駐車場を使用することができたと思うが、今年度は朝日庁舎北側駐車場を駐車スペースとして使用することで、おまつり広場会場のスペースが確保できた。さらに、おまつり広場の出店数が減ったことも要因にある。来年度、朝日中央公民館の駐車場整備事業が予定されておりますので、あさひ産業文化まつり開催までに整備できれば、おまつり広場の会場として使用する方向で変更することも検討している。

事務局：朝日軍道については、佐々木先生からまた、何かあれば協力したいとの返事をいただいている。

委員：以前、産業課で朝日軍道を整備する事業はなかったか。国有林の中にあるので、若干の予算があれば整備できると思う。六十里越街道のようなハイキングコースにはならないが、実現可能な事業だと思う。以東岳につながるルートである。
事務局：このような事業は、地域の盛り上がりが必要だと思う。今回は朝日南部公民館の事業であったが、気運高めるために朝日地域全体の事業で取り組んでいくよう検討する必要があるかもしれない。

委員長：他に質問はありませんか。

委員：公民館事業で参加人数が非常に少ないと思われる事業がある。これらの事業は参加人数を想定して実施しているのか。参加人数の多い事業、少ない事業とあるが、あまりにも少ない事業は調査して、また来年につなげるという仕組みが必要なのではないか。
事務局：出前学級は、実績として参加人数は少ないと感じている。趣味講座も少ない事業の一つである。つるあみ・傘福など、事業の設定として１０名から２０名という事業もある。もう少し参加してほしいという事業もあるが、地域性をみれば、決して少ないものではないと考えている。趣味講座などは参加者が固定している。

委員長：一つ気になることがある。成人式は非常に出席率が高いと感じている。８割以上の出席であるが、若い人がこれだけ出席することが当たり前のことなのか。他の地域はどうなのか。

事務局：今、手元に資料はないが、他の地域も同様と見受けられる。ただ、地元に残っている実行委員が実行委員会への参加が３名と非常に少ない。今後、実行委員が盛り上がり、もう少し多く協力いただけるとありがたい。

委員長：公民館と学校に関わりの中で実施している事業について、中学校との関わりはどのようになっているのか。
事務局：学校行事で行っているのが、運動会事業を実施している。四つの運動の推進では強く関わってもらっている。

事務局：公民館事業ではないが、青少年教育としてジュニアキャンプのスタッフとして関わってもらっている。

委員長：無ければ次の議題に進ませていただきます。
（２）平成２６年度朝日地域地区公民館運営方針（案）について
資料に基づいて朝日庁舎総務企画課コミュニティ防災主査が説明

委員長：ただいまの説明でみなさん何か質問はありませんでしょうか。
委員：運動会・駅伝の補助金が同額の見通しで大変よかったと思うが、あと１年で、コミセン化ということで、どうなるのか。新しい、交付金の算出基準をみると今より良くなる状況が見えてこないように思われる。これから、事務員を雇って、事業をやるといっても本当にできるのかわからない。わかる範囲で考えて方を聞かせてほしい。

事務局：新しい交付金では、運動会の交付額としては１施設１０万円が限度額となっているが、朝日地域は８地区で実施しいているので、８地区分の交付ができるよう予算化をお願いしているところである。

事務局：その他については、地域づくり交付金という制度のもと、生涯学習等の事業費として、各地区に交付される予定です。その金額等詳細については、現在精査中です。
委員長：コミュニティについては後の説明に入ってしまいましたが、今、少し入らせていただきます。各地区の運動会については、児童、中学生、普段地区の事業に参加しない人も含めて、地区民みんなが楽しみにしている事業である。各地区が非常に大切にしたいと考えている事業なので、補助金が少なるのではないかとの危機感を抱いている。今後、地区公民館事業がそのまま、コミセン事業として移行するのか、地元に戻って説明しようとしてもどのように説明すればよいかよくわからない。
事務局：広域コミュニティ設立準備委員会第２回を４月に予定している。地区公民館がコミセン化されると、生涯学習事業の他に、福祉・防災等がコミセンでの活動として行うことになる。その他の公民館事業は、今後、仕分けしていくことになる。
委員長：仕分けは、今後、協議して決めるのか。

事務局：行政で行う事業、コミセンで行う事業を仕分けしていくことになる。コミセンで行う事業は、何でも実施してよいという趣旨にはなっていない。今後、初年度ですべての事業を展開しなければならないものではないと思うし、経年で徐々に事業を展開していく事業もあるかもしれない。いずれにしても委員長：今後、地域住民が関係する事業が極端に変わることはないということでいいか。

事務局：極端にかわることはない。従来の事業を中心に実施していくことになると考えている。朝日いきいき大学・朝日かたくりの子「四つの運動」育成協議会については、行政・コミセンどちらで受け持つのかを２６年度に協議していかなければならない。原案については、これから準備していく。
委員長：その他ありませんか。
委員：前回、この会議になんとなく参加したため、全く内容が分からなくていたが、今回さらにわからなくなった。多分、住民はコミセン化の話し合いがこのようなことを話し合われているとは思っていない。今回のコミセン化は、いままでより悪くならないようにしてほしい。住民は、合併して、いろいろなことが不便になって、さらに悪くなったと思っている。バスが減ったことは本当に不便なことで、高齢者はみんな、そう思っている。事業的には変わらないが、どこでやるかだけなので、住民にやさしい事業を実施してほしい。
委員長：ありがとうございます。
事務局：ただいまのご意見はもっともだと思う。コミセン化になることで、地域の拠点となるようしたい。そのためには、駐車場整備等の環境整備が必要と思う。気軽に立ち寄れる施設になるように検討したい。今までより不便になったと思われないよう取り組みたい。将来的には、福祉・防災を含めて、より良いかたちで運営してもらえるようにしたい。
委員：冬場に、すまいるの会議に行くと寒くて、体を壊すという意見がある。寒さ対策を十分にしてほしい。暖房を更新してから、寒くなった。寒いので会議に行かないというのはもったいない話である。こういうことは、ちょっとした対策で何とかなるのではないかと思う。是非検討課題にしてほしい。
事務局：冬期間は、温まるまで時間がかかるので、早めに暖房を入れたいが、暖房費の問題があり、どこまで対応できるかわからないが、検討したい。体調を崩す人がないようにしたい。
委員：暖房機器の更新はできないのか。

事務局：難しい。可能な限り、暖房を早めにつけられるよう検討したい。利用者に聞かずに暖房をつけることも難しいので、運用を検討したい。
委員長：みなさんから、一言ずつお願いしたい。

委員：コミセンは、既存の公民館施設を使わなくてはならないのか。既存の施設の改修をしたうえでの利用にはならないのか。また、大網小学校を使うことはできないのか。

事務局：東部公民館は現時点では改修をしていない。これからの検討をしたうえで、不足な点をこれから協議したい。小学校は、平成２８年までは現在のままなので、コミセン活用についての検討はこれからの話となる。基本的には既存施設の利用となる。
委員長：コミュニティの話がだいぶ進んでしまったが、協議は終わりとなります。
４．その他

（１）広域コミュニティ設立準備委員会について
資料に基づいて朝日庁舎総務企画課コミュニティ防災主査が説明

５．閉会

